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研究概要 

 世界各地で疾病の予防や初期症状の緩和などの生体調節機能を期待して利用されている 補完代替医療素材 につ

いて，アンチエイジングに関わる機能の科学的評価 およびその機能を発現する分子である 機能性成分の特定 す

すめるとともに，見いだした 機能性成分をシーズとした医薬候補物質の創製 を志向した 食品薬学研究 を行う．

具体的には，メタボリックシンドロームおよびその成因基盤として認識されている内臓脂肪蓄積型肥満などに対す

る予防および改善効果が期待できる食用素材について，その (機能性) 関与成分を探索・特定・評価 するととも

に，セルフメディケーションやセルフプリベンションに活用しうる，安全・安心な機能性食品の開発をめざした実

践研究を行う．また，得られた機能性成分の 標的分子や作用機序解明 をすすめるとともに，効率的合成および高

活性アナログの創製や網羅的合成による 類縁化合物ライブラリーの構築 と 構造活性相関ならびに活性発現の必

須構造 などの知見を得るなどの 創薬科学研究 をあわせて実施する． 

研究成果 

1. サラシアエキスおよびその関与成分 neokotalanol の 2 型糖尿病モデル KK-Ayマウスを用いた HbA1c 上昇抑制

効果 

2. 美白効果を有するハス花含有アポルフィンおよびベンジルイソキノリンアルカロイドの開花状況による成分変

動およびヒアルロニダーゼ阻害活性に関する研究 

3. アシル化フラボノール配糖体の肝細胞内脂肪蓄積抑制および代謝促進活性に関する構造活性相関研究 

4. チベット地域の天然資源 胡黄連 に含まれる新規イリドイド配糖体成分の化学構造とそのヒアルロニダーゼ阻

害活性 
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